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は　じ　め　に
骨はメカニカルストレス(機械的応力)に順応した力学的な骨格単位を構
成し､合目的に構築されている.歯科矯正臨床においては､活発に1)モデリ
ングを行なう骨の特性を利用し､歯の移動や顎顔面複合体の成長のコントロ
ールを行なっている｡しかし､骨組織は多種の細胞を含む複雑な構造を呈し､
各々の細胞がどのような機構でメカニカルストレスを刺激として受け取り､
応答しているのか､どのような機序で骨改造現象が亀きているのか､また骨
組織としての形態およ.び内部構造の決定には､どのような制御機構が働いて
いるのかという問題については不明な点が多い｡
最近､細胞が直接メカニカルストレスを感知して､その情報を細胞内部に
伝達する機構が存在するのではないかと注目されている｡ストレスのセンサ
ー分子はまだ同定されておらず､どのような分子が機械刺激を生化学的シグ
ナルに変換し､どのような情報伝達経路が働いているのかといった細胞を取
りまく力学的環境要因のメカニズムの解明が待たれている｡
本研究は､メカニカルストレスに直接反応するメカニカルストレスセンサ
ーに注目し､その分子を解明し､歯周組織構成細胞における特性や刺激に対
するセンサーの変化を解析し､さらにセンサー分子の発現および機能を制御
するサイトカインや薬物もしくは物理的条件を､歯科領域における臨床応用
を目的として研究するものである｡実際に歯周組織の改造過程において､骨
における骨芽細胞や破骨細胞及びそれらの前駆細胞にメカニカルストレスセ
ンサーが存在し､機能しているのか､特に､瞭合圧を常に受け､矯正力にも
反応し､活発に歯槽骨の骨改造活動を行う司令塔と考えられる歯根膜の細胞
ではどうなのか､本テーマは今後､メカニカルストレスによる歯周組織の生
物学的現象を明らかにするにあたり解明すべき必須の課題である｡さらに､
このメカニカルストレスセンサー分子が明らかになり､コントロールできれ
ば､従来の骨吸収や骨形成の単なるターンオーバーを全面的に促進したり抑
制したりする方法ではなく､メカニカルストレスによる骨改造を選択的に促
進もしくは抑制することができ､矯正治療に応用すれば画期的な展開が予測
される｡
本研究の成果により､分子本体の解明が進み､その情報伝達機構が明らか
になれば､実際にその分子を人為的にコントロールすることが可能になり､
生体に対する為害作用が少なく､より効率的な新規の治療法の開発が期待さ
れ､歯科矯正領域のみならず､歯科領域全体において多大な貢献を得るもの
と考える｡
平成10年3月
研究代表者
三木　美麗
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(2)口頭発表
I.　骨芽細胞様細胞MC3T3-Elにおけるメカニカルストレス受容機構の解析
2.
4.
千葉美麗,雀庸玄,三谷英夫
第14回日本骨代謝学会, 1996
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第56回日本矯正歯科学会, 1996
矯正力による歯の移動時の歯周組織におけるストレスタンパク質の発現
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周期的伸展刺激による骨芽細胞のMAPキナ-ゼの活性化について
千葉美麗,山口希実,三谷英夫
第15回日本骨代謝学会, 1997
htraceuular signahg pathwayinthe mechanically sthulated osteoblastic cell line
MC3T3-El (J, Bone Mine. Res. 12, S284, 1997)
M.Chiゎa, H.M血
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13.歯根膜由来線維芽細胞の分化制御における末梢血リンパ球･単球の関与
千葉美麗,菅崎弘幸,清水義信
第39回歯科基礎医学会学術大会, 1997
14. Tyrosine phosphorylationinthe mechmicany stimulated oste∝lastic cenline
MC3T3-El (Joumalof De血Research 76 : 452, 1997)
M.Chiba, H.Mitmi
75thIntemational Association f♭r Den血Research, 1997
15.破骨細胞　precwsorにおけるインデグリンの発現調節機構
千葉美麗
第19回東北活性型ビタミンD研究会, 1998
16.　球間象牙質の発生
加賀山学､笹野泰之
第102回日本解剖学会稔会, 1997
17.球間象牙質形成時における象牙芽細胞の形態学的特徴
加賀山学､笹野泰之､鎌倉慎治､溝口　到
第39回歯科基礎医学会学術大会, 1997
18.　共焦点レーザー顕微鏡に適した厚い試料の封入法
加賀山学､笹野泰之
第101回日本解剖学会稔会, 1996
19.　ラット白歯におけるセメント質形成
加賀山学､笹野泰之､溝口　到､高橋一郎
第38回歯科基礎医学会学術大会, 1996
20.　歯の生理的移動に伴うセメント質の形成
加賀山学､畠山雄次､笹野泰之
第100回日本解剖学会稔会, 1995
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3.　生理的および実験的歯の移動時の歯周組接の応答
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canaliculiinrat molars.
----47-55
--･-･56-63
----64-69
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･-･--94-99
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distinct tx)nefomations.　　　　　　　　　　　･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 100 - 106
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